























 3 朝日新聞では 2012年 1月～2013年 3月まで「どうする？」と題して PTAの会費、
上部団体、改革などの問題が取り上げられた（堀内，2012; 堀内・前田，2012など）。
 4 それぞれの調査の詳細は下島・竹下（印刷中 a）を参照されたい。
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した。調査協力者の居住地は、都内 23区 264名（66.0%）、23区外 136名
（34.0%）であった。また、小学生の子どもの数は、1人が 248名（62.0%）、
2人が 142名（35.5%）、3人が 10名（2.5%）であった。第一子の学齢は小学
2年生が 60名（15.0%）、3年生が 63名（15.8%）、4年生が 93名（23.3%）、
5年生が 88名（22.0%）、6年生が 96名（24.0%）であった。また、ワーキ
ングマザーの就労状況は、正規雇用が 80名で一週間当たりの平均労働時間
























































 6 本部役員経験者は 97名（24.2%）、部長・委員長経験者は 60名（15.0%）に対
し、一般役員経験者は 363名（90.7%）と圧倒的に多かった。
 7 出校頻度については、「週 2回以上」と「週 1回」を「週 1回以上」、「2ヶ月に
1回」と「それ以下」を「2ヶ月に 1回以下」とまとめ直した。





























用」（F（1, 184）＝0.009, n.s.）、「地域・他者とのつながり重視」（F（1, 184）＝










10 いずれかの項目で「既に行っている」を選択した人を除いた 262名の 10項目に
対する回答について因子分析（主因子法・プロマックス回転）を行った（詳細は
有馬・竹下（印刷中 b）を参照）。本稿での就労の有無による差の検討には、「既









先してよい／したい」（F（1, 264）＝10.217, p＜.01; 専M＝3.18, SD＝0.98、ワ
M＝3.57, SD＝1.05）、「中途半端に役員を引き受けないでほしい／したくな
い」（F（1, 264）＝12.147, p＜.01; 専M＝2.79, SD＝1.12、ワM＝3.27, SD＝
1.11）であった（図 3）。専業主婦の平均値がワーキングマザーのそれより
も高かった項目は、「専業主婦と同じように活動してほしい／たい」（F（1, 
264）＝44.370, p＜.001; 専M＝3.23, SD＝1.16、ワM＝2.31, SD＝1.10）と
「家でできることを積極的に引き受けてほしい／たい」（F（1, 264）＝9.265, 










264）＝ 14421.537, p＜.001）が有意であり、専業主婦（M＝2.39, SD＝0.03）
はワーキングマザー（M＝2.35, SD＝0.03）よりも役員免除に対して厳しい









































標準化 R2 .096 .072 .026


































































標準化 R2 .145 .107 .081 .058 .036
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